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北海道事業承継・引継ぎ支援センター



•経済産業省が２０１２年に設置

•後継者のいない会社の後継者探しをしている

•２０２０年３月から後継者人材バンクを運営
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北海道後継者人材バンクを
活用した「継ぐスタ」の例







既存の事業を引き継いで創業
する「継ぐスタ」のメリット



『継ぐスタ』のメリット



•後継者不在の事業の経営資源を譲り受ける
ことで、初期投資を抑え、事業を軌道に乗
せやすい。

店舗・設備
の引継ぎ

顧客
の引継ぎ

従業員
の引継ぎ

『継ぐスタ』のメリット



•中小企業の経営者の高齢化が進行している。

『継ぐスタ』のメリット



※中小企業庁 中小企業の企業数・事業所数（2018年）

•２年間で9,737社の企業減

（108分に1社が減少）

2014年 2016年 減少数

151,402 社 141,669社 ▲ 9,737 社

•北海道内の企業数は急速に減少

『継ぐスタ』のメリット



•後継者不在によって黒字経営のまま廃業す
る事業者が増加している。

『継ぐスタ』のメリット



•「事業承継にのみ」利用できる補助金や制
度融資などが用意されている。

『継ぐスタ』のメリット



譲渡希望の事業者を
探す方法



（１）Ｍ＆Ａ仲介会社を活用する方法

事業を譲り受ける方法

• 相手の会社との交渉は全て仲介会社がワンストッ
プ進めてくれる。

• 契約書の作成、税負担を減らすスキームの作成な
ども仲介会社が対応。

• 手数料が高額。着手金、成功報酬であわせて少な
くとも一千万円程度が必要になる。

• 売上高数億円、数十億円クラスの企業を買収する
場合のＭ＆Ａでの活用が一般的。（個人で事業を
譲り受ける場合には利用しづらい。）



（２）民間のＭ＆Ａマッチングプラットフォームを
活用する方法

事業を譲り受ける方法

• 数多くの案件が掲載されている。
• 相手の会社との交渉や手続きは全て本人同士で行

う。
• 紹介料は成約時に数十万円程度。
• 相手側のオーナーも自力でインターネット上のプ

ラットフォームを活用できることが前提となって
おり、譲渡案件はオーナーのネットリテラシーが
高い案件に限られる。



（３）公的マッチングサービスを活用する場合

事業を譲り受ける方法

• 日本公庫の事業承継マッチング支援、経済産業省
が各都道府県に設置している後継者人材バンクな
どがある。

• 手数料、紹介料がかからない。
• 融資先で後継者探しに困っている先を登録したり、

商工会や商工会議所、地域金融機関を通じた後継
者不在企業の登録など、人の手を介した発掘をし
ており、自力でＭ＆Ａプラットフォームを活用で
きない層の紹介に強みがある。



北海道後継者人材バンクの
ご紹介



北海道後継者人材バンク登録状況



オンライン

（１）北海道後継者人材バンクへの登録

北海道後継者人材バンクの利用

①登録申込
②オンライン面談
③利用規約に同意して登録完了

人材バンク









人材バンク

登録者

北海道後継者人材バンクの利用

（２）譲渡を希望する事業者情報の配信





人材バンク
担当者

北海道後継者人材バンクの利用

（３）案件への申込

譲渡希望
事業者



・実際に現地の事業を見ていただきます。
・引継ぎの時期や条件の交渉などをお互いに打ち合わせます。
・事業承継・引継ぎ支援センターのアドバイザーが同席し、必要に応
じてアドバイスします。

北海道後継者人材バンクの利用

（４）現地見学・面談の設定



・株式または事業用資産・営業権の譲渡、代表者の交代など、事業を
引継ぎます。
・引継ぎにあたって北海道事業承継・引継ぎ支援センター、北海道後
継者人材バンクへのご相談は何度でも無料でご利用いただけます。

北海道後継者人材バンクの利用

（５）事業引継ぎへの着手



「継ぐスタ」注意すべき点




